
　
１９
年
ぶ
り
の
日
本
出
身
の
新
横
綱
・

稀
勢
の
里
の
誕
生
に
日
本
中
が
沸
き
、

出
身
地
の
茨
城
県
牛
久
市
で
は
祝
賀
パ

レ
ー
ド
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
遠
く

離
れ
た
牛
久
市
に
は
、
同
様
に
市
民
か

ら
愛
さ
れ
て
い
る
国
の
重
要
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
国
内
最
初
期
の
本
格
的
ワ

イ
ン
醸
造
場「
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
」で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
５
年
間
総
額
約
１５
億

円
の
災
害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
こ
の

ほ
ど
公
開
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
は
幡
豆
郡
松
木
島
村

（
現
西
尾
市
一
色
町
松
木
島
）出
身
の
神

谷
傳
兵
衛
が
明
治
３６（
１
９
０
３
）年
に

「
牛
久
醸
造
場
」と
し
て
建
設
し
た
も
の

で
す
。

　
傳
兵
衛
は
安
政
３（
１
８
５
６
）年
に

松
木
島
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は

資
産
家
で
し
た
が
、
父
親
が
多
趣
味
で

家
事
を
顧
み
な
か
っ
た
た
め
、
幼
少
時

代
は
貧
し
い
暮
ら
し
を
送
り
ま
し
た
。

１８
歳
に
な
る
と
傳
兵
衛
は
横
浜
に
出
て
、

居
留
地
の
外
国
人
が
経
営
す
る
酒
類
醸

造
場
に
職
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東

京
に
移
り
、
明
治
１３（
１
８
８
０
）年
に

洋
酒
を
１
杯
売
り
す
る
「
み
か
は
や
銘

酒
店（
現
神
谷
バ
ー
）」
を
浅
草
に
開
店
。

こ
の
店
を
成
功
さ
せ
た
傳
兵
衛
は
次
に

ワ
イ
ン
醸
造
に
乗
り
出
し
、
そ
の
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。

傳
兵
衛
は
郷
土
へ
の
思
い
も
厚
く
、
自

身
も
設
立
に
関
わ
っ
た
三
河
鉄
道
株
式

会
社
が
財
政
危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
は

進
ん
で
取
締
役
社
長
に
就
任
し
、
会
社

の
立
て
直
し
に
奔
走
し
ま
し
た
。
大
正

１５（
１
９
２
６
）年
に
三
河
鉄
道
が
大
浜

か
ら
一
色
ま
で
延
伸
さ
れ
た
際
に
は
傳

兵
衛
の
功
績
を
称
え
、
生
地
で
あ
る
松

木
島
の
駅
名
に「
神
谷
」の
名
称
が
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
東
京
メ
ト
ロ
浅
草
駅
前
、
浅
草
一
丁

目
一
番
一
号
に「
神
谷
バ
ー
」は
あ
り
ま

す
。
名
物
は
傳
兵
衛
が
生
ん
だ
ブ
ラ
ン

デ
ー
ベ
ー
ス
の
秘
伝
の
カ
ク
テ
ル
「
デ

ン
キ
ブ
ラ
ン
」。
大
正
１０（
１
９
２
１
）

年
竣
工
の
こ
の
神
谷
ビ
ル
は
国
登
録
有

形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
千
葉
市
に
は
国
登
録
有
形
文
化

財
・
旧
神
谷
傳
兵
衛
稲
毛
別
荘
が
あ
り
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
併
設
さ
れ
、
憩
い

の
場
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
の
日
か
彼
の
功
績
の
地
を
ゆ
っ

く
り
と
巡
り
、
夜
に
は
神
谷
バ
ー
で
デ

ン
キ
ブ
ラ
ン
の
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
、

東
京
・
関
東
に
名
を
残
し
た
実
業
家
・

神
谷
傳
兵
衛
に
思
い
を
は
せ
て
み
た
い

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
（
宮
嶋
徹
夫
）

神谷傳兵衛（１８５６-１９22）

シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
旧
醸
造
場
施
設
・
事
務
室
　

こ
の
ほ
か
醗
酵
室
と
貯
蔵
庫
が
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

実
業
家

神
谷
傳で

ん

兵べ

衛え

「松木島」駅舎　戦後に「神谷」から改称。
昭和５３（１９7８）年に取り壊され、平成１６
（2００4）年に名鉄三河線の廃止区間にな
りました

神谷バー 現在はバーのほか、レストラ
ンや割烹（和食レストラン）もあります

こ
の
新
コ
ー
ナ
ー「
に
し
お
の
お
っ
！
」は
、
広
報
担
当
が「
お
っ
！
」と

感
じ
た
西
尾
に
ま
つ
わ
る
ヒ
ト
や
モ
ノ
な
ど
に
つ
い
て
、
独
自
に
取
材

を
し
て
お
届
け
し
ま
す
。「
お
知
ら
せ
」の
ス
ペ
ー
ス
に
左
右
さ
れ
る
不

定
期
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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楽しく踊る！！

キッズチアダンスサークル

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
は
楽
し

く
踊
る
キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で

す
。
年
中
～
小
学
３
年
生
の
１１
人
の
仲
間

が
毎
週
木
曜
日
午
後
４
時
～
４
時
４５
分
に
、

矢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
寺
津
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
楽
し
く
チ
ア
ダ
ン
ス
を
踊

っ
て
い
ま
す
。
チ
ア
ダ
ン
ス
は
初
め
て
の

子
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ダ
ン
ス
の
前
に

は
し
っ
か
り
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、
ダ
ン

ス
に
必
要
な
基
礎
体
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
活

動
中
は
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

夏
や
秋
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
、

１
年
の
締
め
く
く
り
に
は
大
き
な
ダ
ン
ス

発
表
会
も
あ
り
ま
す
。
３
月
２６
日
に
発
表

会
を
無
事
終
え
、
４
月
か
ら
新
し
い
曲
と

振
り
付
け
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
チ
ア
ダ

ン
ス
を
始
め
た
い
方
や
興
味
が
あ
る
方
、

新
し
い
習
い
事
を
始
め
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪

楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
６
日
㈭
・
１３
日
㈭
午
後
４
時

～
４
時
４５
分
に
無
料
体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
伊
藤
（
☎
０
９
０
・
３
５
５
２
・

２
３
２
８
／
死hdc200903_o

kz @
yahoo.co.jp

／
岡
崎
市
保

母
町
）

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。

二村 百
も

々
も

花
か

ちゃん

（米津町）
平成２7年１０月生まれ
食べることが大好き！
もうすぐお姉ちゃんに
なるね☆　ドキドキ♡

池田 恋
ここ

菜
な

ちゃん

（桜町）
平成２7年１０月生まれ
食べることが大好きな
ここなちゃん。元気い
っぱい成長してね！

植村 文
ふみ

哉
や

くん

（徳次町）
平成２7年１０月生まれ
食いしんぼう文哉くん。
これからも元気いっぱ
い大きくなってね！

古武 空
くう

くん

（米津町）
平成２7年１０月生まれ
どんなときでも笑いか
けてくれてありがとう。
ママも見習うね。

須田 もえのちゃん

（吉良町）
平成２7年４月生まれ
歌やダンスが大得意！
もえのの笑顔が家族み
んな大好きだよ。

石河 春
はる

翔
と

くん

（一色町）
平成２7年４月生まれ
みんなを笑顔にしてく
れるはる君☆のびのび
元気に大きくなぁれ♡

田島 芽
め

依
い

ちゃん

（平坂吉山二丁目）
平成２7年１０月生まれ
笑顔がとてもかわいい
芽依♡　おねえちゃん
とずっと仲良しでね！

日髙 慎
しん

一
いち

朗
ろう

くん

（熱池町）
平成２7年１０月生まれ
よく食べよく笑う慎一
朗♡　いつも幸せあり
がとう♪
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ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お
Ｖ
ｏ
ｌ・2５

新
し
い
市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
文
化
財
調

査
の
現
場
で
は
、
仏
像
の
内
部
を
見
る
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
や
、
退
色
し
た
墨
や
彩
色

の
痕
跡
を
写
す
赤
外
線
カ
メ
ラ
、
彩
色
の
成

分
を
分
析
す
る
蛍
光
Ｘ
線
カ
メ
ラ
な
ど
の
新

技
術
を
駆
使
し
た
機
材
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
市
指
定
文
化
財
の
常
福
寺
（
刈

宿
町
）
の
不
動
明
王
立
像
を
赤
外
線
撮
影
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
安
時
代
後
期
～
鎌

倉
時
代
前
期
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
本
像
は
、

現
在
、
経
年
に
よ
り
表
面
の
色
が
く
す
ん
で

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
赤
外
線
写
真
と
蛍

光
Ｘ
線
写
真
に
よ
っ
て
、
制
作
当
初
は
華
や

か
な
彩
色
や
截き

り

金か
ね

の
文
様
に
彩
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
木
材
の
年
輪
か
ら
そ
の
伐
採
年
代

を
調
べ
る
年
輪
年
代
法
と
い
う
技
術
を
使
っ

て
国
宝
の
金
蓮
寺
弥
陀
堂
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

鎌
倉
時
代
前
期
の
１３
世
紀
前
半
に
伐
採
さ
れ

た
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。
弥
陀
堂
は
従
来
、
構
造
的
特
徴

か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
建
築
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
議
論
を
呼
ぶ

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

常
福
寺
の
調
査
結
果
は
『
新
編
西
尾
市
史

研
究
』第
２
号（
既
刊
）、
金
蓮
寺
の
調
査
結

果
は
第
３
号
（
４
月
５
日
発
売
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

吉
良
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
吉
良
地

区
の
学
校
体
育
施
設
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
す
。
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
小

学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
大

人
も
ヨ
ガ
や
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
な

ど
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
参
加
で
き
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
や
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
な
ど
の
教

室
も
あ
り
、
多
く
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

２８
年
度
は
教
室
か
ら
発
展
し
た
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
チ

ョ
ッ
パ
ー
ズ
」
が
県
大
会
で
３
位
に

な
り
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ

ん
に
も
ヨ
ガ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
５
月
か
ら
新
教
室
「
親
子
ヨ

ガ
」
を
始
め
ま
す
。
指
導
者
は
地
域

の
方
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
仲

間
作
り
、
体
力
作
り
を
目
標
に
気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
４
・
５

月
は
「
お
た
め
し
体
験
」
が
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
技
術
で
歴
史
を
探
る

岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
神
尾
愛
子

１3

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

問スポーツ課振興担当（☎54・０００２／総合体育館内）
　吉良スポーツクラブ事務局（☎０８０・１5６０・８5７２）※月～金曜日の午後５時３０分～８時３０分

▶
不
動
明
王
像
の
衣
の
赤
外
線
写
真

吉
良
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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西 尾 市 の デ ー タ

「サタデープラン文化芸能発表会」
で日本舞踊伝統文化こども教室の発
表を撮影した一枚です。２人は姉妹
とのこと。土曜日はいくつか習い事
をしていて、最後に行う日本舞踊の
稽古では、妹さんは疲れてうとうと
しがちだそうです。いつも優しくフ
ォローしてくれるお姉さんとともに、
優雅な舞を披露してくれました。

「宮田大樹と西尾巡り」を取材し、
参加者が俳優・宮田大樹さんと一緒
に西尾の市街地を散策する道中に同
行しました。大給町の追羽門跡の前
では、西尾城が城下町を堀と土塁で
囲む総構えになっていたことを宮田
さんが説明。「西尾はヨーロッパと
同じ城郭都市でした。皆さんもヨー
ロッパに来たつもりで西尾の街を歩
いてください！」と一言。カメラを
構えながらも、要所要所で披露され
るユニークな宮田さんの解説に思わ
ず聞き入ってしまいました。（き）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色伊那跨61
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

●
吉
田
小
学
校

●
西
野
町
小
学
校

　
２
月
２０
日
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
方
々
を
迎
え
て
感
謝
の
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
全
員
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
代
表
の
児
童
た

ち
が
感
謝
状
と
花
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
２
月
２3
日
、
感
謝
の
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
１
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

の
方
々
一
人
一
人
に
お
礼
の
手
紙
と
記

念
品
を
手
渡
し
た
り
、
ス
ラ
イ
ド
の
上

映
や
全
校
で
合
唱
を
披
露
し
た
り
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

●
鶴
城
小
学
校

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
お
礼
を
伝

え
よ
う
と
、
感
謝
の
会
が
３
月
１
日
に

行
わ
れ
ま
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鶴
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た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況
火災 救助 救 急

2月 7件 3件 545件
29年累計 25件 9件 1,209件

3月１日現在 前 月 比
男性 86,598人 +70人
女性 84,752人 －2人
計 171,350人 +68人
世帯数 62,336世帯 +83世帯

人身事故
件 数

死 傷 者
負傷者 死亡者

2月 51件 59人 0人
29年累計 96件 108人 0人

■犯罪発生の状況
刑法犯総数 侵入盗特殊詐欺

2月 59件 6件 2件
29年累計
（被害総額） 134件 22件 2件

100万円
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